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杉二小ウィンドバンド（SWB）演奏

SWB演奏による杉二小校歌斉唱
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懇親会

受付（松岡・本橋・後藤　各理事)

東
京
都
杉
並
区
立

杉
並
第
二
小
学
校

同
窓
会

事
務
局
発
行

第２４
号

杉
ニ
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会
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第
三
十
二
回
総
会

概
要
報
告

平
成
二
十
九
年
六
月
十
一
日(

日)

、
母
校

体
育
館
で
杉
二
小
佐
野
校
長
を
お
迎
え
し
、

会
員
五
〇
余
名
の
皆
様
と
共
に
実
施
致
し

ま
し
た
。

恒
例
の
ウ
ィ
ン
ド
バ
ン
ド
演
奏
後
は
佐
野

校
長
先
生
に
ご
講
演
を
賜
り
ま
し
た
。
総
会
は

川
久
保
副
理
事
長
の
司
会
、
、
蕪
山
議
長
の

も
と
に
、
諸
議
題
の
審
議
、
承
認
を
粛
々
と

実
施
、
楽
し
み
の
懇
親
会
に
移
り
、
希
望
者
の

方
々
に
は
郷
土
学
習
室
の
見
学
ツ
ア
ー
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
も
、
会
場
準
備
、
受
付
、
そ
し
て
片
付
け

に
ウ
ィ
ン
ド
バ
ン
ド
の
お
母
様
方
の
ご
協
力
、

ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
な
お
、

今
期
役
員
は
左
記
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

平
成
二
十
九
年
度
同
窓
会
活
動

平
成
二
十
九
年

四
月
一
五
日

第
一
回
定
期
理
事
会

四
月
二
十
八
日

総
会
資
料
印
刷

四
月
三
十
日

総
会
案
内
状
＆
会
報
発
送

六
月
三
日

常
任
理
事
会
兼
総
会
準
備
会

六
月
十
一
日

第
三
十
二
回
総
会
・
懇
親
会

七
月
二
十
九
日

常
任
理
事
会
兼
総
会
反
省
会

十
月
二
十
八
日

第
二
回
定
期
理
事
会

十
二
月
二
十
二
日

会
員
拡
充
案
内
発
送

平
成
三
十
年

二
月
三
日

常
任
理
事
会

二
月
十
日

第
三
回
定
期
理
事
会

三
月
七
日

本
年
度
卒
業
生
へ
礼
状

四
月
四
日

会
計
監
査

右
記
以
外
に
学
校
諸
行
事
へ
の
役
員
出
席
、
及
び

個
別
打
ち
合
わ
せ
を
随
時
実
施

第33回同窓会総会 開催案内

１．開催日 平成30年６月10日（日）

２．会 場 杉並第二小学校体育館 （スリッパの用意あり）

３．同窓会進行

-１．開 場 １１時

-２．杉二小ウィンドバンド演奏（校歌斉唱共） １１時２０分～４５分

-３．歌 唱 １２時～１２時４０分 太刀川悦代さん

-４．総 会 １２時５０分～１３時２０分

議題１．平成29年度会務報告

２．平成29年度収支決算報告・会計監査報告

３．平成30年度事業計画(案）

４．平成30年度事業予算(案）

５．定期役員改選

６．その他

-５．同窓会文庫寄贈式

-６．懇親会 １３時40分～１５時40分

会費 ３，０００円 （立食形式、テーブル周囲に椅子をご用意）

懇親会会費は当日受付にてお支払いください！

本年も恒例の同窓会総会を上記の通り開催いたすこととなりました。

旧職員の方々もお誘いしています。杉二小ウィンドバンドの皆さんの

吹奏楽演奏、太刀川悦代さんの歌唱、懇親会と予定しています。

皆々様お誘い合わせの上、ご出席賜りたくご案内申し上げます。

同窓会会長 岩田 和保

29年度役員

平成28年度より継続（ ）内は卒業年･･･敬称略

会長 副会長

岩田和保(S21) 高橋清(S23)、藤井眞人(S30)

理事長 副理事長

渡辺愛子(S37) 川久保達也(S31)、國行徹男(S31)

常任理事

牛田和宣(S34)、蕪山貢一良(S36)、福澤純平(S36)

村野明(S37)、本橋功(S50)

理 事

蕪山美津子(S21)、八ツ藤恒夫(S23)、

稲束原樹(S25)

近藤正彦(S25)、西﨑泰(S29)、長岡三郎(S32)

仲尾美智子(S35)、渡邊圭子(S36)、後藤円(S49)

小林茂雄(S50)、松岡洪東(S51)

監 事

南秀郎(S27)、篠原明(S36)

※今回の総会にて定期役員改選があります。

世
代
ご
と
の
活
動
と
世
代
を
超
え
た
交
流
の
場
の
充
実
を
！

同
窓
会
会
長

岩
田
和
保

母
校
は
今
年
の
第
１
３
３
回
卒
業
生
７
６
名
を
含
め
て
創
立
以
来

１
万
５
４
９
６
名
の
卒
業
生
を
輩
出
し
ま
し
た
。

昭
和
の
初
期
、
戦
中
、
戦
後
に
卒
業
し
た
世
代
か
ら

無
限
の
可
能
性
を
持
っ
た
新
卒
業
生
ま
で
が

同
じ
組
織
に
属
す
と
い
う
小
学
校
の
同
窓
会
は
、

大
学
や
会
社
の
Ｏ
Ｂ
会
と
違
い
、
世
代
の
幅
が
大
き
い
の
で
す
。

そ
れ
だ
け
に
世
代
間
の
目
的
意
識
や
価
値
観
の
違
い
が
あ
り

運
営
は
易
し
く
は
な
い
の
で
す
が
、

多
様
性
が
創
り
出
す
無
限
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
の
で
す
。

世
代
単
位
で
尾
崎
の
丘
を
懐
か
し
む
仲
間
が
集
う
場

と
し
て
の
同
窓
会
は
当
然
の
こ
と
、

世
代
ご
と
の
活
動
、
世
代
を
超
え
た
交
流
の
場
づ
く
り
は

こ
れ
か
ら
の
同
窓
会
の
在
り
方
の
重
要
課
題
で
す
。

歴
史
と
伝
統
を
誇
る
杉
二
に
ふ
さ
わ
し
い
同
窓
会
に
す
る
た
め
に

一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

収入の部 　　　（単位：円）
予 算 額 決 算 額
1,016,789 1,016,789

401,000 454,859

支出の部 　　　（単位：円）
予 算 額 決 算 額

500
1,500 1,944

500 1,804

4,500
660,000 567,810

1,016,789 903,838
1,676,789 1,471,648

 懇親会残金の振り替え（30,854円）
雑収入 1,000 30,859

平成29年度(2017年)収支決算報告
(自 平成29年4月1日  至 平成30年3月31日)

 H29年度卒業生終身会費（76+1名分）
 第32回総会振込、終身会費（5名分）他 
 懇親会出席者の寄付金 
 第32回総会案内に振込用紙同封による寄付金 

摘      要

100,000 83,000

300,000 341,000

 飲食代(\4,335）　　　出席者の交通費等 
 切手(\1,006）　コピー代（\400） 

 会報印刷3,500部(\30,662） 
 交付証(\33,500）…総会の出欠ハガキ 

 利子（5円）

摘      要

 運動会祝金(\10,000) その他 
 同窓会文庫購入費（\99,761）72冊 

 郵送費(\36,802）…会員拡充 
 楽器維持費（ｳｲﾝﾄ゙ ﾊ゙ ﾝﾄ゙ ）(\50,000) 
 総会案内郵送費(\206,996) 

 第32回総会 寄付・終身会費振込手数料（\7,400） 

 役員継続依頼の封書送付代 

 ハガキ交換手数料(\58) 
予 備 費
合    計
繰越金
合計

50,000 19,361

16,000 7,458

会 議 費

印 刷 費
事務用品費

通 信 費

雑　費

科    目

事 業 費 587,000 537,243

科    目
前期繰越金

寄付金

会　費

合　計
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杉
二
小
郷
土
資
料
室
の
資
料
よ
り

上
段

:
杉
二
小
の
生
い
立
ち
９
枚
パ
ネ
ル
の
１
枚

下
左
：
昭
和
三
十
一
頃

下
右
：
校
庭
の
切
り
下
げ
の
様
子
。
こ
れ
に
よ
り
現
在
の
姿
に
。

会
員
短
信

敬
称
略

(

昨
年
第
三
十
二
回
総
会
案
内
へ
の
返
信
よ
り
抜
粋)

高
橋

初
男

昭
和
十
三
年
卒

お
か
げ
様
で
変
わ
り
な
く
元
気
に
す
ご
し
て
い
ま
す
。

近
況
、
ブ
ロ
グ
縄
文
日
記

「
h
t
t
p
:
/
/
b
l
o
g
.
L
i
v
e
d
o

o
r
.
h
t
1
5
3
2
5
」
に
U
P
し
て
い
ま
す
。

石
川

茂

昭
和
十
五
年
卒

卒
寿
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
お
祝
の
ク
ラ
ス
会
が

6
月

2
日
開
催
さ
れ
ま
す
。
3
年
程
前
に
は
卒
業

7
5
年
の
会
も
開
い
て
お
り
ま
す
。
吉
田
竹
男
訓
導
の

教
え
子
達
で
す
が
、
今
も
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
ネ
ッ
ト
が

続
い
て
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

佐
藤

節
夫

昭
和
十
七
年
卒

テ
レ
ビ
等
で
子
供
達
の
修
学
旅
行
姿
を
み
て
い
る
と

心
が
な
ご
み
ま
す
。
ふ
と
思
い
だ
し
ま
す
と
私
達

(

S
1
7
卒)

は
修
学
旅
行
の
思
い
出
は
あ
り
ま
せ
ん
。

S
1
6
年

卒
、
1
8
年
卒
の
方
々
は
修
学
旅
行
に
は
い
っ
た
よ
と
い

わ
れ
ま
す
。
こ
れ
も
戦
時
下
の
事
と
し
て
、
杉
二
の
歴
史

の
一
環
で
し
ょ
う
か
。
遠
い
昔
の
想
い
で
で
す
。

菅
原

素
子

昭
和
十
八
年
卒

人
生
高
望
み
せ
ず
其
れ
な
り
に
幸
せ
な
暮
し
で

身
綺
麗
に
カ
ク
シ
ャ
ク
と
し
た
老
人
に
な
り
た
い

と
思
い

8
7
年
経
ち
ま
し
た
。
元
気
に
茶
道
の
先
生
を

し
な
が
ら
楽
し
ん
で
居
り
ま
す
。
体
は
日
日
老
化
を
感
じ

ま
す
が
何
と
か
自
立
の
ま
ゝ
生
き
た
い
と
努
力
し
て
ま
す
。

大
泉

光
子

昭
和
十
八
年
卒

食
も
乏
し
く
空
襲
と
か
学
業
も
ま
ま
な
ら
ぬ

時
代
を
過
ご
し
な
が
ら

9
0
近
く
ま
で
生
き
の
び
る

こ
と
な
ど
、
思
い
も
よ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

若
く
し
て

生
命
落
と
し
た
仲
間
た
ち
の
た
め
に
も
と
、
戦
後
様
々

な
社
会
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
参
り
ま
し
た
が
、

今
は
好
き
な
２
、
３
の
学
び
を
続
け
る
の
み
の
余
生
を

楽
し
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
独
り
暮
ら
し
も
人
手
に

頼
ら
ず
、
一
病
息
災
で
動
き
回
っ
て
い
ま
す
。

八
木
沼

千
鶴
子

昭
和
二
十
年
卒

歌
が
大
好
き
で
混
声
コ
ー
ラ
ス
ア
ル
ト
で
月
回
ペ
ー
ス

で
渋
谷
ま
で
練
習
に
通
っ
て
い
ま
す

今
は

8
4
才
に

な
り
満
員
電
車
が
つ
ら
い
で
す
、
6
月

1
0
日
は
合
唱

祭
り
で
す
。

草
刈

廣

昭
和
二
十
一
年
卒

趣
味
の
絵
画
や
テ
ニ
ス
、
T
V
の
野
球
観
戦
な
ど
で

ト
シ
相
応
に
過
し
て
お
り
ま
す
。

神
戸
信
司

昭
和
二
十
三
年
卒

2
0
1
7
年

5
月
平
均
年
齢

5
1
歳
の
家
族

4
人

で
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
絵
画
展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
だ
意
欲

充
分
で
す
。

金
子

美
和
子

昭
和
二
十
三
年
卒

日
頃
元
気
ぶ
っ
て
い
ま
す
が
、
寄
る
年
波
に
は

勝
て
ず
杉
並
区
は
遠
く
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
同
期
生
も
出
席
者
が
減
少
淋
し
い
限
り
で

す
。

八
ツ
藤

恒
夫

昭
和
二
十
三
年
卒

日
本
人
男
子
の
平
均
を
越
え
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
ま
だ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
で
ボ
ー
ル
ひ

ろ
い
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
耳
が
遠
く
な

り
、
従
っ
て
声
が
で
か
く
な
り
、
グ
ラ
ン
ド
の
端

か
ら
は
し
へ
・
・
・
大
声
の
発
声
も
元
気
の
源

だ
ろ
う
な
ど
と
。

と
に
か
く
元
気
デ
ス
。

鈴
木

喜
美
子

昭
和
二
十
四
年
卒

去
年
中
野
駅
前
で
ク
ラ
ス
会
が
あ
り

な
つ

か
し
い
皆
様
と
お
会
い
し
楽
し
い
ひ
と
と
き
で

し
た
。

宮
前

み
さ
を

昭
和
二
十
四
年
卒

先
日
ラ
ジ
オ
で
”
田
ん
ぼ
”
と
い
う
こ
と
ば

の
特
集
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
時
私
は
右
も

左
も
「
田
ん
ぼ
」
の
道
を
そ
よ
風
に
吹
か
れ
て
杉

二
小
へ
通
学
し
た

7
0
年
前
を
想
い
出
し
ま
し

た
。

鎌
田

茂
男

昭
和
二
十
四
年
卒

校
歌
、
小
生
が
お
ぼ
え
て
い
る
の
は

”
か
す

み
た
な
び
く
武
蔵
野
の
尾
崎
の
丘
に
そ
び
ゆ
る

は

そ
の
名
ゆ
か
し
き
杉
並
の
緑
か
が
や
く
第

二
校
”

今
は
か
わ
っ
た
の
で
す
か
。

齊
藤
悦
代

昭
和
二
十
五
年
卒

明
治

4
4
年
生
ま
れ
の
母
は
杉
二
の
卒
業
生
。

お
風
呂
屋
さ
ん
に
行
く
途
中
く
ら
い
空
を
見
上

げ
て
、
お
月
様
の
つ
ぼ
み
き
れ
い
だ
ね
。
や
さ
し

い
弟
も

7
8
才
現
役
で
す
。
私
も

8
0
才
、
所

沢
の
片
す
み
で
林
と
畠
に
か
こ
ま
れ
か
そ
け
く

ひ
そ
や
か
に
く
ら
し
て
い
ま
す
。
”
我
が
杉
二
は

永
久
に
不
滅
で
す
”

末
澤

秀
明

昭
和
二
十
七
年
卒

毎
朝
体
操
会
に
出
て
体
調
管
理
に
務
め
、
又
小

さ
な
道
場
で
子
供
相
手
に
稽
古
を
重
ね
て
い
ま

す
。
仕
事
は
ボ
ケ
防
止
の
爲
続
け
て
い
ま
す
。

近
藤

紀
子

昭
和
二
十
七
年
卒

7
7
才
喜
寿
を
迎
え
ま
し
た
。
”
も
う
少
し

長
生
き
し
て
も
い
い
で
す
か

金
婚
式
と
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
ま
で
”

自
己
流
短
歌
で
す
。

ま
あ

笑
っ
て
下
さ
い
。

多
田

慶
子

昭
和
二
十
八
年
卒

今
年
喜
寿
を
迎
え
ま
す
。
ま
だ
元
気
に
コ
ー
ラ

ス
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。
音
楽
の
杉
原
先
生
の

お
陰
で
し
ょ
う
か
。

櫻
井

元
子

昭
和
三
十
年
卒

杉
並
区
内
に
急
増
し
た
保
育
園
の
人
手
不
足
が

後
期
高
齢
者
に
な
っ
た
私
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
し
、

栄
養
士
と
教
員
の
資
格
が
役
に
立
つ
こ
と
に
な
る

と
は
・
・
・
。
昼
食
は
お
や
つ
作
り
に
一
日
中
働

い
て
お
り
ま
す
。
動
け
る
こ
と
に
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

川
口

節
子

昭
和
三
十
二
年
卒

会
報
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
【
写
生
す
る
子
供
達

昭
和

3
1
年

5
月
岩
片(

宅
間)

先
生
ス
ケ
ッ
チ
】

を
拝
見
し
、
私
達
の
こ
と
と
感
激
！
先
生
を
囲
ん

で
の
食
事
会
を

6
月
に
催
す
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
懐
か
し
い
思
い
出
に
花
が
咲
く
こ
と
で
し
ょ

う
先
生
は
御
健
勝
で
い
ら
し
て
何
よ
り
と
存
じ
ま

す
。

鈴
木

和
子

昭
和
三
十
二
年
卒

岩
片
先
生
の
絵
、
懐
か
し
く
拝
見
致
し
ま
し
た
。

ど
う
も
モ
デ
ル
は
私
達
の
様
で
す
。

福
山

敦
夫

昭
和
三
十
四
年
卒

小
学
生
の
登
下
校
時
の
交
差
点
で
の
交
通
指
導

を
し
て
お
り
ま
す
。
多
勢
の
人
々
と
声
を
交
わ
す

の
で
と
て
も
嬉
し
く
幸
せ
を
感
じ
な
が
ら
過
ご
し

て
い
ま
す
。

高
橋

悠
一
郎

昭
和
三
十
四
年
卒

古
稀
を
迎
え
ま
し
た
が
、
同
級
生
の
太
田
和
男

君(

旧
姓
長
谷
川)

と
ア
マ
チ
ュ
ア
ハ
ワ
イ
ア
ン
バ

ン
ド
で
音
楽
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

池
田

早
苗

昭
和
三
十
六
年
卒

相
変
わ
ら
ず
コ
ン
サ
ー
ト
や
指
導
な
ど
で
忙
し

く
し
て
い
ま
す
。
長
年
の
親
の
介
護
か
ら
解
放
さ

れ
国
内
外
の
旅
行
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

瀧
本

久
美
子

昭
和
三
十
六
年
卒

会
報
の
岩
片
先
生
の
ス
ケ
ッ
チ
、
本
当
に
な
つ

か
し
い
風
景
で
す
。
ま
だ
緑
の
多
い
東
京
で
幼
少

期
を
す
ご
せ
た
事
を
幸
せ
に
思
い
ま
し
た
。

山
口

奈
保
子

昭
和
四
十
一
年
卒

杉
二
小
で
す
ご
し
た
日
々
を
な
つ
か
し
く
思
い

出
し
て
い
ま
す
。
毎
日
、
元
気
に
楽
し
く
送
れ
る

こ
と
を
感
謝
し
て
い
ま
す
。

荒
木

千
穂

昭
和
五
十
四
年
卒

昨
年

6
年
時
担
当
で
あ
れ
れ
た
柴
弘
江
先
生

と
バ
ッ
タ
リ
お
会
い
し
、
あ
ま
り
に
変
わ
ら
な
い

若
々
し
い
お
姿
を
拝
見
し
、
と
て
も
嬉
し
く
懐
し

く
思
い
ま
し
た
。

「
皆
で
創
り

皆
が
誇
る

未
来
志
向

杉
並
第
二
小
学
校
」

杉
並
第
二
小
学
校

校
長

佐
野

篤

杉
並
第
二
小
学
校
は
本
年
度
、
開
校
百
三
十
四
年
周
年
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、「
共
に
学
び

共
に
支
え

共
に
創
る
杉
並
区
の
教
育
」（杉
並
区
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
１
２
）の
理
念
の
も
と
、
地
域
運
営
学
校
（コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・ス
ク
ー
ル
）の
指
定
を
受
け
て
、
四
年
目
と
な
り
ま
す
。
昨
年
度
は
七
十
六
名
の
児
童
が
卒
業
し
、

創
立
以
来
の
卒
業
生
総
数
が
一
万
五
千
四
百
九
十
六
名
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
年
度
は
百
九
名

の
一
年
生
が
入
学
し
ま
し
た
。

同
窓
生
を
温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
同
窓
会
の
皆
様
の
お
か
げ
で
、
自
然
豊
か
な
尾
崎
の
丘
に
あ
る

本
校
は
、
ま
さ
に
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在
で
す
。
ま
た
、
昨
年
度
に
本
校
校
長
と
し
て
着
任
以
来
、

「
皆
で
創
り

皆
が
誇
る

未
来
志
向

杉
並
第
二
小
学
校
」の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
本
校
の
教
育
目
標
で

あ
る
「
よ
く
考
え
る
子
、
心
豊
か
な
子
、
た
く
ま
し
い
子
」の
実
現
を
図
ろ
う
と
全
職
員
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
の
皆
様
が
協
力
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

今
年
度
は「
全
て
の
子
供
た
ち
を
全
教
職
員
で
支
援
す
る
」「
学
校
を
オ
ー
プ
ン
に
し
て
多
様
な
風
を
入
れ

る
」
と
い
う
方
針
の
も
と
、
毎
年
全
学
年
の
ク
ラ
ス
替
え
を
実
施
し
た
り
、
新
た
に
青
少
年
赤
十
字
を
教

育
課
程
に
位
置
付
け
た
り
し
ま
し
た
。
さ
て
、
今
年
一
月
の
大
雪
の
際
、
校
庭
で
全
校
児
童
が
雪
遊
び
を

し
た
こ
と
を
学
校
便
り
に
掲
載
し
た
と
こ
ろ
、
本
校
二
十
三
代
校
長

黒
川
和
夫
先
生
か
ら
お
手
紙
が

届
き
ま
し
た
。
子
供
と
共
に
雪
遊
び
を
し
て
、
子
供
と
共
に
楽
し
む
と
い
う
子
供
の
気
持
ち
を
大
切
に
し

た
温
か
い
対
応
に「
杉
二
小
は
素
晴
ら
し
い
」と
、
期
待
と
励
ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
子
供
を
信
じ
、
子
供
か
ら
学
ぶ
」と
い
う
姿
勢
を
忘
れ
ず
に
、
今
後
も
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

最
後
に
、
杉
並
第
二
小
学
校
同
窓
会
会
員
の
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
、
そ
し
て
、
同
窓
会
の

益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
、
ど
う
ぞ
杉
並
第
二
小
学
校
に
お
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。
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